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 所有権という権利は、もともとその完全な使用・利用を妨げる他
人に対して「妨害排除」を請求できます。 

 土地所有権もそのとおりで、土地の使用や利用を何の権限もなく
他人が妨げるのなら、これに対し妨害の排除ができます。 

 したがって、境界を越えて他人が建物を建てたりすれば、そのた
めに使用・利用できなくなった部分について妨害の排除が請求でき
るのが筋合いです。 

 この理屈でいけば、たとえ１０センチの越境であろうと数十ｍの
越境であろうと事態は同じですし、越境物がビルの基礎であろうと
単に車を駐車していようと越境は越境です。 

 そうすると、たとえ数センチ、ビルが越境しており、その侵害を
排除するためには、ビル全体を取り壊さすことになっても妨害排除
はできるはずです。 

 しかし、社会的にみるとわずか数センチの越境でビルを壊すのは
いかにも妥当でありません。 
 こうした場合に出てくるのが「権利濫用」という考え方です。 

１センチの越境でも排除できるか！？ その１ 

 賃借人が明け渡し義務を履行しない場合は、賃貸人とし

ては明け渡し義務の履行を求めて訴訟を提起し、勝訴判決

を得たうえで強制執行をしなければなりません。 

 しかし、このような法的手続きを踏んだ場合は、時間と

費用がかかってしまい、そこで、法的手続きによらず自己

の権利を実力行使によって実現することを自力救済といい

ます。 

 自己救済は、たとえ賃貸借契約書に自力救済条項があっ

ても原則として違法になります。なぜなら、自力救済を認

めてしまうと強者による侵奪行為が横行し、社会の秩序が

保たれなくなるからです。 

 今回のケースのように賃貸人が居住妨害行為をした結果

訴訟に発展した事案が多々みられます。 

 以下のような事案で、裁判所はいずれも賃貸人の権利を

逸脱した違法行為だとして、賃貸人に損害賠償金の支払い

を命じています。 

 ①賃貸人が反社会的勢力の幹部に建物を仮想譲渡したう 

  え、貸室の出入り口に通じる通路を塞ぎ、また、水道 

  ガス・電気を止めて脅迫的な立退きを要求した例 

 ②賃貸借契約終了後、一定期間の間に明け渡さない場 

  合は、賃貸人が賃借人の所有物を搬出・処分できる 

  旨の特約を根拠とし、貸室を施錠したうえ、賃借人 

  の動産類を搬出・処分した例 

 ③正当な事由もなく賃貸借契約の更新を拒絶し、貸室 

  の出入り口を封鎖し、電気・水道・ガスの供給を中 

  止した例 

 では、自力救済が例外的に許されるのはどのような場

合なのでしょうか。 

 判例では「所定の法律手続きによったのでは権利に対

する違法な侵害に対抗して現状を維持することが不可能

な場合、または著しく困難と認められる緊急やむを得な

い特別の事情が認められる場合には、必要限度内で例外

的に許される場合がある」としています。 

 しかし、どのような場合が「緊急やむを得ない特別の

事情が認められる」のかは、いまだ判例上確立されてい

ません。とはいえ、少なくても今回の場合では「緊急や

むを得ない特別の事情がある」とはいえませんので、速

やかに妨害行為を止めたうえで、法律手続きによって明

け渡しを求めるのが安全・無難です。 
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 「いえ、時間がありませんので次回ご馳走してください」 

鍵を受け取りその足で現地に向かいました。それにしても営

業日に一日中パソコンのメンテナンスとは？ 

この社長、営業で駆けずり回らなくてもちゃんとお金が入って

くるシステムが出来上がっているのでしょうか。 

 アパートを何軒も所有しているとか・・・ 

 親から定期的に現金贈与があるとか・・・ 

いずれにしてもうらやましい限りですが、他人は他人。貧乏人

はひたすら働くしかありません。 

  現地には約束の時間の３０分前に到着しました。 

玄関を開けると埃っぽい臭いが鼻をつきます。窓をフルオー

プンして空気を入れ替えたり、スリッパを用意したりと案内の

準備をしていると、外でなにやら人の声がします。 

 玄関を開けると、中年のご夫婦がチラシを片手に外で立っ

ています。きのう約束した方に違いありません。 

 「いやぁ、予定の時間より早く来すぎちゃって。見学、大丈

夫ですか？」 

  御主人は申し訳なさそうに頭を掻きながら玄関を入ると、

その後ろから奥さんも入って来られました。 

  約束の３０分も前に来られるとは、ご夫婦の本気度に期待

が膨らみます。                 続く 
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シリーズ・わたしの営業体験 №.5 1   チラシは宝の山  その8 

 なんだ君たちもか 

 前回は、 広告を見た方が明日、家の中を見学したい・・・と

いうところまででした。 

 現地は空き家で鍵さえ用意すればいつでも内覧できます。 

 翌朝、社長の事務所へ建物の鍵を借りに行くと、すでに９

時を回ったというのに、社長は奥の部屋でのんびり新聞を読

んでいます。 

 「おはよう。あれっどうしたの？こんなに早く」 

緊張感まるでなし。広告のこと忘れているのでしょうか。 

「昨日の広告を見た方が現地を見たいと言ってます。鍵を貸

していただけますか」 

 「おっ、いい話しだね。俺もいっしょに行こうか？」 

「大丈夫です。私が全部対応しますので社長はここで他の仕

事でもしててください」 

 エンドユーザーの対応に不慣れな社長が来ると話しがやや

こしくなる可能性があります。丁重にお断りしました。 

 「案内が終わったら鍵をお返しします。きょうは何時ごろまで

事務所に居ますか？」 

 「あゝ何時でもいいよ。今日はパソコンのメンテナンスで一日

中事務所に居るから。それより今からコーヒーでも飲みに行こ

うか」 


